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市民の皆さんと市長との懇談会を開催

　市では、佐貫駅周辺地域における、市の玄関口にふさわしいにぎわいの創出や定住促進・交流人口の
増加に向けた基盤整備を図るため、「ＪＲ常磐線佐貫駅駅名改称」「牛久沼を活かした“牛久沼『感幸地』
構想”の策定」「佐貫駅東口ロータリーの改修」などの取り組みを進めています。

　これらの取り組みについて市民の皆さんに説明し、広くご意見をいただくため、５月 19日・20 日
の２日間、コミュニティセンター４カ所を会場に、「市民の皆さんと市長との懇談会」を開催しました。
懇談会には延べ 147人の方が参加し、それぞれのテーマについて、さまざまなご意見をいただきました。
新駅名「龍ケ崎市駅」への改称時期については、JRで予定している「2020 年春の大規模施設機器更新」
時を目標とする方針を市が定め、今後 JRとの協定締結など所要の手続きを進めていくことなどについ
て、活発な意見交換が行われました。

　いただいたご意見や当日の資料は、市公式ホームページでご覧いただけます。また駅名改称の取り組
みについては、今後も適時、市民の皆さんへお知らせしていきます。

―2020 年春の佐貫駅駅名改称を目標とすることなど、３つのテーマで意見交換―

　今年３月、国登録有形文化財候補として文化審議会文化財分科会から答申があった、「旧諸岡家住
宅煉瓦門及び塀」が、５月 10日付けで正式に国の文化財登録原簿に登録、告示されました。
　この煉瓦門および塀は、市民により組織された
赤レンガ保存実行委員会（久保田房子委員長）に
よって、移築・保存されたものです。市民の皆さ
んからの募金や実行委員会委員が寄せた寄付金、
東日本鉄道文化財団助成金、市の「市民協働事業
提案」への応募により受けた助成金などによって
移築工事が行われました。
　煉瓦門および塀は、上町八坂神社脇の公園に隣
接した市有地に移築され、実行委員会によって説
明板も立てられています。ぜひ見学してみてくだ
さい。

久保田房子氏のコメント

　明治の煉瓦門をまちに遺せたこと、また登録文化財に認定されましたことは、本当にうれしく、９
年間、ご支援下さいました皆さまに、改めてお礼申し上げます。移築後、小学生との交流が続き、赤
レンガが親しみやすい近代遺産であることを実感しております。

　４月 15日と５月 20日に、２人の小学生が関東鉄道竜ヶ崎線竜ヶ
崎駅の１日駅長を務めました。４月は長山小学校５年生の城山恋舞
峻さん、５月は同校４年生の矢崎駿希さんがそれぞれ駅長を体験。
２カ月連続では初めてとなりま
す。２人とも目を輝かせながら、
すてきな笑顔で駅長をしている
姿が印象的でした。

　「関東鉄道竜ヶ崎駅１日駅長
体験」は、まちづくりポイント
制度の交換メニューの１つで、
市が指定する市民活動に協力・
参加することでもらえるポイン
トシールをためて、60 ポイン
トで応募できるものです。

　当日は、構内巡視や発車合図、実際に車両に乗って佐貫駅に向か
い機械室で説明を受けたり、改札業務を行うなど、駅長業務全般を
体験しました。

「旧諸岡家住宅煉
れ ん が

瓦門及び塀」が国登録有形文化財に決定

好評！ １日駅長体験！

市の花「桔
ききょう

梗」が咲きそろいました！

　４月 13 日、青少年の非行防止や犯罪者の更生
保護を目的に活動している龍ケ崎市更生保護女性
会（所洋子会長）が、設立 65 周年を記念して、
市役所南側敷地内に市の花でもある桔梗（品種：
アストラブルー）の苗 170本を植えたところ、５
月中旬からたくさんの花を咲かせ始めました。桔
梗の苗は、同会メンバーのご主人（かつて農業高
校で教鞭をとっていた方）が調達してくれたもの
です。市役所にお立ち寄りの際は、ぜひご覧くだ
さい。

４月 13 日の苗植えには、中山市長も参加 ５月下旬の様子

―まちづくりポイント制度交換メニュー「あこがれ体験」―

５月の駅長・矢崎駿希さん

４月の駅長・城山恋舞峻さん
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